
社会資本総合整備計画 平成２５年３月２６日

平成22年度　～　平成26年度　（5年間）

①下水道処理人口普及率を93％（H22）から96％（H26）に増加させる。

①下水道処理人口普及率
下水道を利用できる人口（97,906人）／総人口（105,267人）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

柳瀬第９処理分区

A1 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市 1/2 500

新河岸第１４処理分区

A2 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市 1/2 536

砂川堀第４－２処理分区

A3 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市 1/2 24

合計 1,060

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

柳瀬第９処理分区

C1 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市 1/2 60

新河岸第１４処理分区

C2 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市 1/2 200

合計 260

番号 備考

C１

C２

安全・安心、快適な環境のまちづくり

交付 事業実施期間（年度） 備考
対象 H22 H23 H24 H25 H26

合計

Ａ' Ｂ' Ｃ'

柳瀬第９処理分区の汚水管整備 L=２km 富士見市

市町村名

(Ｃ+Ｃ')/((Ａ＋Ａ')+(Ｂ＋Ｂ')+(Ｃ＋Ｃ')) 19.7%

基幹事業である幹線と接続した枝線整備を一体的に行うことにより、下水道接続を促進し、都市水環境を保全する。

その他関連する事業

計画等の名称

事業種別
国費率
(基本)

全体事業費

（百万円）要素となる事業名(事業箇所）

一体的に実施することにより期待される効果

基幹事業である幹線と接続した枝線整備を一体的に行うことにより、下水道接続を促進し、都市水環境を保全する。

新河岸第１４処理分区の汚水管整備 L=２km 富士見市

番号 事業者
国費率
(基本)

要素となる事業名(事業箇所） 事業内容 市町村名
全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名(事業箇所） 事業内容 市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

砂川堀第４－２処理分区の汚水管整備 L=１km 富士見市

番号 事業者
国費率
(基本)

L=７km 富士見市

新河岸第１４処理分区の汚水管整備 L=２km 富士見市

柳瀬第９処理分区の汚水管整備

国費率
(基本)

要素となる事業名(事業箇所） 事業内容 市町村名
全体事業費

（百万円）

Ｂ 0百万円 Ｃ 260百万円
効果促進事業費の割合

交付対象事業

事業者

19.7%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,320百万円 Ａ 1,060百万円

（H22当初） （H24末） （H26末）

93.0% 94.0% 96.0%

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

　　安全で快適に暮らせるまちの実現計画の名称

計画の期間 交付対象 富士見市

下水道整備を行い、安全・安心、快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造する。

　　計画の成果目標（定量的指標）



（参考図面）社会資本総合整備計画

計画の名称 　安全で快適に暮らせるまちの実現

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 富士見市交付対象

新設 （赤）

整備予定箇所の色分け

事業計画区域

（整備予定区域）

既設幹線

基幹事業

効果促進事業

凡例

A1 C1 柳瀬第９処理分区の汚水管整備

A2 C2 新河岸第１４処理分区の汚水管整備

A3 砂川堀第４－２処理分区の汚水管整備

みずほ台駅

鶴瀬駅

ふじみ野駅

富士見市役所

A2 C2 新河岸第１４処理分区の汚水管整備

A5 江川左岸第七排水区の雨水管整備


